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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フランジ部（１）を外周部に一体に有して回転可能な伝動部材（ＤＣ）と、その伝動部
材（ＤＣ）のフランジ部（１）に溶接され且つ外周部にはヘリカルギヤ部（Ｒｇ）が形成
されるリングギヤ（Ｒ）とを伝動経路中に含む伝動装置であって、
　前記フランジ部（１）の外周面（Ａ）には、前記リングギヤ（Ｒ）の内周部（Ｒｉ）を
嵌合、溶接する第１外周部（Ａ１）と、その第１外周部（Ａ１）に第１接続面（ｆ１）を
挟んで隣接する、第１外周部（Ａ１）よりも小径の第２外周部（Ａ２）と、その第２外周
部（Ａ２）に第１外周部（Ａ１）とは反対側で且つ第２接続面（ｆ２）を挟んで隣接する
、第２外周部（Ａ２）よりも小径の第３外周部（Ａ３）とが形成され、
　前記リングギヤ（Ｒ）には、前記第１外周部（Ａ１）及び前記リングギヤ（Ｒ）間の溶
接部（Ｗ）の内端（Ｗｅ）を臨ませる空間（Ｓ）を前記フランジ部（１）との間で画成す
る空間形成部（Ｒｉｓ）が、リングギヤ（Ｒ）の軸方向で少なくとも前記第１外周部（Ａ
１）と前記第３外周部（Ａ３）との間に形成され、
　前記ヘリカルギヤ部（Ｒｇ）でのスラスト荷重発生時に前記第１接続面（ｆ１）と前記
第２外周部（Ａ２）との間の境界隅部（８）及びその近傍に作用する応力が前記溶接部（
Ｗ）の内端（Ｗｅ）及びその近傍に作用する応力よりも大きくなるように、前記空間（Ｓ
）に臨む前記フランジ部（１）の前記第１接続面（ｆ１）には、前記フランジ部（１）お
よび前記リングギヤ（Ｒ）の軸線と垂直な面で構成されて、前記溶接部（Ｗ）の内端（Ｗ
ｅ）から前記境界隅部（８）に向かって延びる第１平面部（ｐ１）が形成されると共に、
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前記リングギヤ（Ｒ）の前記空間形成部（Ｒｉｓ）には、前記フランジ部（１）および前
記リングギヤ（Ｒ）の軸線と垂直な面で構成されて、前記溶接部（Ｗ）の内端（Ｗｅ）か
ら前記境界隅部（８）と反対の方向に向かって延びる第２平面部（ｐ２）が形成され、
  前記第２接続面（ｆ２）には、前記リングギヤ（Ｒ）に形成されて第３外周部（Ａ３）
に内周面（ＳＴｉ）が圧入されるストッパ部（ＳＴ）の側面（ＳＴｓ）が当接しているこ
とを特徴とする伝動装置。
【請求項２】
  前記第１平面部（ｐ１）と前記第２平面部（ｐ２）とは、同一平面上で連続しているこ
とを特徴とする、請求項１に記載の伝動装置。
【請求項３】
  前記フランジ部（１）と前記リングギヤ（Ｒ）との溶接はレーザ溶接で行われ、前記空
間（Ｓ）は、溶接レーザを照射する方向の寸法よりも、該方向に直交する方向の寸法の方
が大きいことを特徴とする、請求項１または２に記載の伝動装置。
【請求項４】
　前記第２接続面（ｆ２）と前記第３外周部（Ａ３）との境界部に形成される隅部（７）
と、前記ストッパ部（ＳＴ）の、前記隅部（７）と対向する部分（ＳＴｃ，ＳＴｃ′）と
の間に第２の空間（Ｓ′）が形成されることを特徴とする、請求項１～３の何れかに記載
の伝動装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、伝動装置、特にフランジ部を外周部に一体に有して回転可能な伝動部材と、
その伝動部材のフランジ部に溶接され且つ外周部にはヘリカルギヤ部が形成されるリング
ギヤとを伝動経路中に含む、差動装置その他の伝動装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
  従来、斯かる伝動装置としては、例えばフランジ部を外周部に一体に有して回転可能な
伝動部材としてのデフケースと、そのデフケースのフランジ部に一部で圧入され且つ他の
一部で溶接されるリングギヤとを含み、駆動源からリングギヤに伝達され更にデフケース
に伝達された動力を、デフケース内部の差動機構を介して左右一対の出力軸に分配して伝
達する差動装置が知られており（例えば、下記特許文献を参照）、このものでは、圧入時
の応力集中の緩和と溶接時のガス抜きとを兼ねる空隙部をデフケースとリングギヤ間に形
成するようにしている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第５６１４０５４号公報
【特許文献２】特開２０１２－１８９１１６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで上記従来装置では、デフケースのフランジ部とリングギヤとの軸方向相対向面
間が突き合わせ溶接される。そのため、特にリングギヤの外周ギヤ部をヘリカルギヤで構
成する場合には、ヘリカルギヤの噛合い部で発生する大きなスラスト荷重のためにデフケ
ースとリングギヤ間の溶接部に作用する応力が大きくなり、その溶接部の耐久性に影響を
及ぼす虞れがある。
【０００５】
　そこで、その応力集中対策のために、例えば溶接部周辺のフランジ部等を特別に厚肉に
形成したり或いは溶接部の溶接深さを深くすることが考えられるが、その場合には、装置
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の重量増やコスト増を招くといった別の不都合がある。
【０００６】
　尚、従来装置において、デフケースのフランジ部とリングギヤとの径方向相対向面間を
突き合わせ溶接するものもあるが、そのものには、前記大きなスラスト荷重が原因で溶接
部に作用する大きな応力を軽減するための特別な配慮はなかった。
【０００７】
　本発明は、斯かる事情に鑑みてなされたもので、上記問題を解決し得る前記伝動装置を
提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、本発明は、フランジ部を外周部に一体に有して回転可能な
伝動部材と、その伝動部材のフランジ部に溶接され且つ外周部にはヘリカルギヤ部が形成
されるリングギヤとを伝動経路中に含む伝動装置であって、前記フランジ部の外周面には
、前記リングギヤの内周部を嵌合、溶接する第１外周部と、その第１外周部に第１接続面
を挟んで隣接する、第１外周部よりも小径の第２外周部と、その第２外周部に第１外周部
とは反対側で且つ第２接続面を挟んで隣接する、第２外周部よりも小径の第３外周部とが
形成され、前記リングギヤには、前記第１外周部及び前記リングギヤ間の溶接部の内端を
臨ませる空間を前記フランジ部との間で画成する空間形成部が、リングギヤの軸方向で少
なくとも前記第１外周部と前記第３外周部との間に形成され、前記ヘリカルギヤ部でのス
ラスト荷重発生時に前記第１接続面と前記第２外周部との間の境界隅部及びその近傍に作
用する応力が前記溶接部の内端及びその近傍に作用する応力よりも大きくなるように、前
記空間に臨む前記フランジ部の前記第１接続面には、前記フランジ部および前記リングギ
ヤの軸線と垂直な面で構成されて、前記溶接部の内端から前記境界隅部に向かって延びる
第１平面部が形成されると共に、前記リングギヤの前記空間形成部には、前記フランジ部
および前記リングギヤの軸線と垂直な面で構成されて、前記溶接部の内端から前記境界隅
部と反対の方向に向かって延びる第２平面部が形成され、前記第２接続面には、前記リン
グギヤに形成されて第３外周部に内周面が圧入されるストッパ部の側面が当接しているこ
とを第１の特徴とする。
【０００９】
　また本発明は、前記第１の特徴に加えて、前記第１平面部と前記第２平面部とは、同一
平面上で連続していることを第２の特徴とする。
【００１０】
　また本発明は、前記第１又は第２の特徴に加えて、前記フランジ部と前記リングギヤと
の溶接はレーザ溶接で行われ、前記空間は、溶接レーザを照射する方向の寸法よりも、該
方向に直交する方向の寸法の方が大きいことを第３の特徴とする。
【００１１】
　また本発明は、前記第１～第３の何れかの特徴に加えて、前記第２接続面と前記第３外
周部との境界部に形成される隅部と、前記ストッパ部の、前記隅部と対向する部分との間
に第２の空間が形成されることを第４の特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
  本発明の第１の特徴によれば、伝動部材におけるフランジ部外周面には、ヘリカルギヤ
部を外周に有するリングギヤの内周部を嵌合、溶接する第１外周部と、その第１外周部に
第１接続面を挟んで隣接する小径の第２外周部と、その第２外周部に第１外周部とは反対
側で且つ第２接続面を挟んで隣接する更に小径の第３外周部とが形成され、リングギヤに
は、第１外周部及びリングギヤ間の溶接部の内端を臨ませる空間をフランジ部との間で画
成する空間形成部が形成され、ヘリカルギヤ部でのスラスト荷重発生時に第１接続面と第
２外周部との間の境界隅部及びその近傍に作用する応力が前記溶接部の内端及びその近傍
に作用する応力よりも大きくなるように、前記空間に臨むフランジ部の第１接続面には、
フランジ部およびリングギヤの軸線と垂直な面で構成されて、前記溶接部の内端から前記
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境界隅部に向かって延びる第１平面部が形成されると共に、リングギヤの前記空間形成部
には、フランジ部およびリングギヤの軸線と垂直な面で構成されて、前記溶接部の内端か
ら前記境界隅部と反対の方向に向かって延びる第２平面部が形成されるので、ヘリカルギ
ヤの噛合い部で大きなスラスト荷重が発生してリングギヤに作用しても、前記溶接部の内
端から、フランジ部およびリングギヤの軸線と垂直に径方向内・外方に各々拡がる平面部
で画成される前記空間の特設により、溶接部の周辺部分に応力を効果的に分散させること
ができて溶接部の応力集中を緩和できる。しかも第２及び第３外周部間の第２接続面には
、リングギヤに形成されて第３外周部に内周面が圧入されるストッパ部の側面が当接し、
その当接部を通してもスラスト荷重の一部がフランジ部側に受け止められるため、前記ス
ラスト荷重に起因発生した応力の更なる分散を図ることができて、溶接部における応力集
中をより効果的に緩和できる。それらの結果、応力集中対策として溶接部の周辺部分を厚
肉化したり或いは溶接深さを特別に深くする必要はないから、装置の重量軽減やコスト節
減に大いに寄与することができる。更に前記ストッパ部は、第３外周部への圧入時に圧入
深さを規定するストッパ機能と、前述の如くスラスト荷重発生時の応力分散機能とを兼備
するから、それだけ装置の構造簡素化が達成され、更なるコスト節減に寄与することがで
きる。
【００１３】
　また特に第４の特徴によれば、前記第２接続面と第３外周部との境界部に形成される隅
部と、ストッパ部の、前記隅部と対向する部分との間に第２の空間が形成されるので、ス
トッパ部の第３外周部への圧入に起因して前記隅部に応力集中が生じて歪が発生するのを
効果的に抑制可能となり、その隅部周辺の耐久性向上が図られる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の一実施形態に係る差動装置の要部断面図
【図２】リングギヤとデフケースとの溶接・圧入部を示す拡大断面図（図１の２矢視部拡
大断面図）
【図３】リングギヤとデフケースとの溶接・圧入部の他の実施形態、及び参考形態を示す
図２対応断面図
【図４】リングギヤとデフケースとの溶接・圧入部の更に他の実施形態群を示す図２対応
断面図
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本発明の実施形態および参考形態を、添付図面に示す本発明の好適な実施例および参考
例に基づいて以下に説明する。
【００１６】
　先ず、図１において、伝動装置としての差動装置Ｄは、自動車に搭載される図示しない
エンジンが出力する回転駆動力を、左右一対の車軸に連なる左右一対の出力軸Ｊ，Ｊ′に
分配して伝達することにより、その左右車軸を、それらの差動回転を許容しつつ駆動する
ためのものであって、例えば車体前部のエンジンの横に配置されたミッションケース４内
に収容、支持される。
【００１７】
　この差動装置Ｄは、ファイナルドリブンギヤとしてのリングギヤＲと、このリングギヤ
Ｒの内周部Ｒｉに結合されるフランジ部１を外周部に一体に有する伝動部材としてのデフ
ケースＤＣと、そのデフケースＤＣに収納されていて、リングギヤＲからデフケースＤＣ
に伝達された回転力を左右一対の出力軸Ｊ，Ｊ′に分配して伝達する差動機構ＤＭとを伝
動経路中に備える。そのリングギヤＲの内周部ＲｉとデフケースＤＣのフランジ部１との
結合手段としては、後述するように圧入と溶接とが併用される。
【００１８】
　リングギヤＲは、その外周部にヘリカルギヤ部Ｒｇを一体に有している。このヘリカル
ギヤ部Ｒｇは、エンジンの動力で回転駆動される同じくヘリカルギヤよりなるドライブギ
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ヤ（図示せず）と噛合して回転駆動力を受け、これをそのままデフケースＤＣ側に伝達す
る。
【００１９】
　デフケースＤＣ内の差動機構ＤＭは、従来周知の差動機構と同様、複数のピニオンＰと
、それらピニオンＰを回転自在に支持するピニオン支持部としてのピニオンシャフトＰＳ
と、そのピニオンＰに対しその左右両側より噛合し且つ左右一対の出力軸Ｊ，Ｊ′にそれ
ぞれスプライン嵌合される左右一対のサイドギヤＧ，Ｇ′とを備える。そのピニオンシャ
フトＰＳの外端部は、デフケースＤＣに嵌合支持され、それらピニオンシャフトＰＳ及び
デフケースＤＣ間には、その間を一体的に結合する結合手段（図示例ではピニオンシャフ
トＰＳを貫通してデフケースＤＣに圧入される抜け止めピン２）が設けられる。
【００２０】
　前記デフケースＤＣは、左右の軸受３を介してミッションケース４に回転自在に支持さ
れる。またミッションケース４に形成されて各出力軸Ｊ，Ｊ′が嵌挿される貫通孔の内周
と、各出力軸Ｊ，Ｊ′の外周との間には、その間をシールしてミッションケース４内の潤
滑油の外部への漏洩を防止する環状シール部材５が介装される。
【００２１】
　次に図２を併せて参照して、リングギヤＲの内周部Ｒｉと、デフケースＤＣのフランジ
部１との間の結合構造について、説明する。
【００２２】
　そのフランジ部１の外周面Ａには、リングギヤＲの内周部Ｒｉに形成した被溶接部Ｒｉ
ｗを嵌合、溶接する第１外周部Ａ１と、その第１外周部Ａ１に隣接する、第１外周部Ａ１
よりも小径の第２外周部Ａ２と、その第２外周部Ａ２に第１外周部Ａ１とは反対側で隣接
する、第２外周部Ａ２よりも小径の第３外周部Ａ３とが形成される。そして、そのフラン
ジ部１の外周面Ａには、第１及び第２外周部Ａ１，Ａ２間の段差面即ちその間を接続する
第１接続面ｆ１と、第２及び第３外周部Ａ２，Ａ３間の段差面即ちその間を接続する第２
接続面ｆ２とが形成される。
【００２３】
　リングギヤＲの内周部Ｒｉには、第１外周部Ａ１及びリングギヤＲ間の溶接部Ｗの内端
Ｗｅを臨ませ且つその溶接部Ｗよりも径方向内方側及び外方側に拡がる環状空間Ｓをフラ
ンジ部１（図示例では第２外周部Ａ２及び前記第１接続面ｆ１）との間で画成する環状溝
状の空間形成部Ｒｉｓが、リングギヤＲの軸方向で少なくとも第１外周部Ａ１と第３外周
部Ａ３との間に形成される。しかも、ヘリカルギヤ部Ｒｇでのスラスト荷重発生時に第１
接続面ｆ１と第２外周部Ａ２との間の境界隅部８及びその近傍に作用する応力が溶接部Ｗ
の内端Ｗｅ及びその近傍に作用する応力よりも大きくなるように、前記環状空間Ｓに臨む
フランジ部１の第１接続面ｆ１には、フランジ部１およびリングギヤＲの軸線と垂直な面
で構成されて、溶接部Ｗの内端Ｗｅから前記境界隅部８に向かって延びる第１平面部ｐ１
が形成されると共に、リングギヤＲの空間形成部Ｒｉｓには、フランジ部１およびリング
ギヤＲの軸線と垂直な面で構成されて、溶接部Ｗの内端Ｗｅから境界隅部８と反対の方向
に向かって延びる第２平面部ｐ２が形成される。なお、本実施形態では第１平面部ｐ１と
第２平面部ｐ２とが同一平面上で連続している。而して、第１及び第２外周部Ａ１，Ａ２
間を接続する前記第１接続面ｆ１、及び第２外周部Ａ２は、前記空間Ｓに臨んでいてリン
グギヤＲに対し非接触状態にある。
【００２４】
　第２及び第３外周部Ａ２，Ａ３間を接続する前記第２接続面ｆ２には、リングギヤＲの
内周部Ｒｉに突設されて前記空間形成部Ｒｉｓに連なる環状ストッパ部ＳＴの側面ＳＴｓ
が面接触状態で当接している。そして、このストッパ部ＳＴの内周面ＳＴｉは、第３外周
部Ａ３に圧入される。その圧入により、デフケースＤＣのフランジ部１に対するリングギ
ヤＲの、軸方向及び径方向の位置決め、固定がなされる。
【００２５】
　また、リングギヤＲの、前記空間Ｓに臨む面、即ち前記空間形成部Ｒｉｓの表面（特に
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軸方向で溶接部Ｗから遠い側の内側面Ｒｉｓｆ）と、ストッパ部ＳＴの、第２接続面ｆ２
に当接する側面ＳＴｓとは滑らかに連続していて、図示例では単一の平面を形成している
。このように機能の異なる（即ち空間形成機能とスラスト荷重受け機能を各々有する）二
面Ｒｉｓｆ，ＳＴｓを滑らかな連続面とすることで、それだけリングギヤ内周部Ｒｉの構
造簡素化が図られ、加工も容易となって加工作業性が良好である。
【００２６】
　さらに前記第２接続面ｆ２と第３外周部Ａ３との境界部には、横断面円弧状のアール処
理が施された隅部７が形成され、このアールにより隅部７周辺での応力分散が図られるよ
うになっている。一方、ストッパ部ＳＴの、隅部７に対向する部分ＳＴｃは、略平坦な面
取り面に形成されている。従って、その面取り面ＳＴｃと、これに対向する横断面円弧状
の前記隅部７との間には、環状の空間Ｓ′が形成される。
【００２７】
　尚、ストッパ部ＳＴの、隅部７に対向する部分を、上記のような略平坦な面取り面ＳＴ
ｃに形成するのに代えて、図２で鎖線で示すように隅部７から離間する方向に凹曲した横
断面円弧状のアール面ＳＴｃ′に形成してもよい。また、この場合には、隅部７を略平坦
な面取り面に形成してもよい。
【００２８】
　次に、前記実施形態の作用について説明する。本実施形態の差動装置Ｄは、そのリング
ギヤＲにエンジンから回転力を受けた場合に、ピニオンＰがピニオンシャフトＰＳ回りに
自転しないでデフケースＤＣと共にその軸線Ｌ回りに公転するときは、左右のサイドギヤ
Ｇ，Ｇ′が同速度で回転駆動されて、その駆動力が均等に左右の出力軸Ｊ，Ｊ′に伝達さ
れる。また、自動車の旋回走行等により左右の出力軸Ｊ，Ｊ′に回転速度差が生じるとき
は、ピニオンＰが自転しつつ公転することで、そのピニオンＰから左右のサイドギヤＧ，
Ｇ′に対してその差動回転を許容しつつ回転駆動力が伝達される。以上は、従来周知の差
動装置の作動と同様である。
【００２９】
  ところで本実施形態において、デフケースＤＣの外周に一体の環状フランジ部１には、
リングギヤＲの内周部Ｒｉが圧入及び溶接を併用して取付、固定される。
【００３０】
　その取付固定作業に際しては、先ず、フランジ部１の第１外周部Ａ１に対してリングギ
ヤ内周部Ｒｉの被溶接部Ｒｉｗが比較的小さな圧入荷重で軽圧入されると共に、同フラン
ジ部１の第３外周部Ａ３に対してストッパ部ＳＴの内周面ＳＴｉが比較的大きな圧入荷重
で本圧入される。尚、このような圧入態様となるように、圧入工程前の第１外周部Ａ１の
外径と被溶接部Ｒｉｗの内径との寸法差と、第３外周部Ａ３の外径とストッパ部ＳＴの内
径との寸法差とは、相異ならせて適宜設定される。
【００３１】
　上記圧入の作業終了後は、フランジ部１の第１外周部Ａ１とリングギヤ内周部Ｒｉの被
溶接部Ｒｉｗとの、軽圧入による嵌合部を、その外側方から突き当て溶接する。
【００３２】
　この溶接作業は、例えば、図２鎖線に示すように、フランジ部１及びリングギヤＲの外
側方に配備される溶接用レーザトーチＴから突き当て当接部の外端に向けてレーザを照射
し且つデフケースＤＣ及びリングギヤＲの圧入結合体をその回転軸線Ｌ回りに緩やかに回
転させることで行われるが、このとき前記環状空間Ｓは、図２で示すように、溶接レーザ
を照射する方向の寸法よりも、該方向に直交する方向の寸法の方が大きいことが望ましい
。その際にレーザのエネルギにより、フランジ部１の第１外周部Ａ１と、リングギヤ内周
部Ｒｉの被溶接部Ｒｉｗとを全周に亘り互いに突き当て溶接することができる。尚、この
溶接部Ｗは、周方向の一部にのみ設けるようにしてもよい。
【００３３】
　而して、本実施形態では、伝動部材としてのデフケースＤＣのフランジ部１の外周面Ａ
が、リングギヤＲの内周部Ｒｉの被溶接部Ｒｉｗを嵌合、溶接する第１外周部Ａ１と、そ
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の第１外周部Ａ１に隣接する小径の第２外周部Ａ２と、その第２外周部Ａ２に第１外周部
Ａ１とは反対側で隣接する更に小径の第３外周部Ａ３とを備えており、リングギヤＲの内
周部Ｒｉには、第１外周部Ａ１及び被溶接部Ｒｉｗ間の溶接部Ｗの内端Ｗｅを臨ませる環
状空間Ｓをフランジ部１との間で画成する空間形成部Ｒｉｓが形成され、しかもヘリカル
ギヤ部Ｒｇでのスラスト荷重発生時に第１接続面ｆ１と第２外周部Ａ２との間の境界隅部
８及びその近傍に作用する応力が溶接部Ｗの内端Ｗｅ及びその近傍に作用する応力よりも
大きくなるように、環状空間Ｓに臨むフランジ部１の第１接続面ｆ１には、フランジ部１
およびリングギヤＲの軸線と垂直な面で構成されて溶接部Ｗの内端Ｗｅから境界隅部８に
向かって延びる第１平面部ｐ１が形成されると共に、リングギヤＲの空間形成部Ｒｉｓに
は、フランジ部１およびリングギヤＲの軸線と垂直な面で構成されて溶接部Ｗの内端Ｗｅ
から境界隅部８と反対の方向に向かって延びる第２平面部ｐ２が形成されている。そのた
め、エンジンからデフケースＤＣ側への動力伝達中において、ヘリカルギヤＲｇの噛合い
部で大きなスラスト荷重が発生してリングギヤＲ（従って前記溶接部Ｗ）に作用しても、
溶接部Ｗの内端Ｗｅから、フランジ部１およびリングギヤＲの軸線と垂直に径方向内・外
方に各々拡がる平面部ｐ１，ｐ２で画成される前記空間Ｓの特設により、溶接部Ｗの周辺
部分に応力を効果的に分散させることができるから、溶接部Ｗの応力集中が緩和される。
【００３４】
　しかも第２・第３外周部Ａ２，Ａ３間の第２接続面ｆ２には、リングギヤＲに形成され
て第３外周部Ａ３に内周面ＳＴｉが圧入されるストッパ部ＳＴの側面ＳＴｓが当接してお
り、その当接部を通しても前記スラスト荷重の一部がフランジ部１側に受け止められるた
め、そのスラスト荷重に起因発生した応力の更なる分散が図られ、溶接部Ｗにおける応力
集中がより効果的に緩和可能となる。それらの結果、応力集中対策として溶接部Ｗの周辺
部分を特別に厚肉化したり或いは溶接深さを特別に深くする必要はないから、装置の重量
軽減やコスト節減を図る上で有利となる。
【００３５】
　次に、上記応力分散効果について、図２の部分拡大図を併せて参照して補足説明する。
例えば、伝動中にリングギヤＲがデフケースＤＣのフランジ部１に対して図２左方への大
きなスラスト荷重を受けた場合には、その部分拡大図に簡略的に示すように第２外周部Ａ
２及び第１接続面ｆ１間の境界隅部８及びその近傍に第１の応力集中部位Ｃ１が、また第
３外周部Ａ３及び第２接続面ｆ２間の隅部７及びその近傍に、前記第１の応力集中部位Ｃ
１よりも大きな応力が発生する第２の応力集中部位Ｃ２が、それぞれ溶接部Ｗから離間し
た位置に発生する。そして、このようにスラスト荷重に起因発生した応力集中部位Ｃ１，
Ｃ２が溶接部Ｗ及びその近傍にだけ集中せずに、そこから離間した部位に分散することで
、溶接部Ｗの内端Ｗｅ及びその近傍に大きな応力集中が生じるのを効果的に抑制可能とな
る。
【００３６】
　その上、前記したストッパ部ＳＴは、第３外周部Ａ３への圧入時に圧入深さを規定する
ストッパ機能と、前述の如くスラスト荷重発生時の応力分散機能とを兼備するものとなっ
ており、それだけ装置の構造簡素化が達成される。
【００３７】
　また第１・第２外周部Ａ１，Ａ２間を接続する第１接続面ｆ１は、リングギヤＲに対し
非接触状態にある。このため、リングギヤＲからフランジ部１側に入力されるスラスト荷
重を、第２・第３外周部Ａ２，Ａ３間の第２接続面ｆ２の、ストッパ部ＳＴとの当接部で
効率よく受け止めることができるから、溶接部Ｗの応力集中が一層効果的に緩和される。
【００３８】
　更に本実施形態では、前記第２接続面ｆ２と第３外周部Ａ３との境界部に形成される隅
部７と、ストッパ部ＳＴの、隅部７と対向する部分ＳＴｃ（又はＳＴｃ′）との間に第２
の空間Ｓ′が形成されている。そのため、ストッパ部ＳＴの第３外周部Ａ３への圧入に起
因して隅部７及びその近傍に応力集中が生じて歪が発生するのを効果的に抑制可能である
。
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【００３９】
　ところで、前記実施形態では、リングギヤＲ内周の空間形成部Ｒｉｓとフランジ部１の
外周（特に第１接続面ｆ１及び第２外周部Ａ２）とにより画成される環状空間Ｓを、横断
面で見て径方向に縦長の略長方形状の空間としたものを示したが、その環状空間Ｓの横断
面形態および画成態様は、次に例示したように種々の実施形態を選択可能である。
【００４０】
　尚、図３（Ａ）に例示した参考形態では、前記環状空間Ｓを溶接部Ｗに対して径方向内
方側にオフセット配置している。
【００４１】
　また図３（Ｂ）及び図４（Ｃ）にそれぞれ例示した実施形態では、前記環状空間Ｓを横
断面三角形状に形成している。
【００４２】
　さらに図４（Ｄ）に例示した実施形態では、前記環状空間Ｓを画成するための空間形成
部Ｒｉｓの溝幅を第２外周部Ａ２の軸方向幅よりも短く設定しており、空間形成部Ｒｉｓ
の内側面Ｒｉｓｆとストッパ部ＳＴの側面ＳＴｓとの間に段差が生じている。
【００４３】
　さらにまた図４（Ｅ）に例示した実施形態では、前記環状空間Ｓを画成するための空間
形成部Ｒｉｓの溝幅を第２外周部Ａ２の軸方向幅よりも長く設定している。従って、空間
形成部Ｒｉｓの前記内側面Ｒｉｓｆとストッパ部ＳＴの側面ＳＴｓとの間には、図（Ｄ）
の実施形態の前記段差とは逆向きの段差が生じている。
【００４４】
　以上、本発明の実施形態を説明したが、本発明は前記実施形態に限定されるものではな
く、その要旨を逸脱しない範囲で種々の設計変更が可能である。
【００４５】
　例えば、前記実施形態では、伝動装置として自動車に搭載される差動装置Ｄを例示した
が、本発明は、自動車以外の各種機械の伝動系に使用される差動装置に実施可能である。
また、差動装置以外の種々の伝動装置（少なくともフランジ部を外周部に一体に有して回
転可能な伝動部材と、その伝動部材のフランジ部に溶接され且つ外周部にはヘリカルギヤ
部が形成されるリングギヤとを少なくとも伝動経路中に含む伝動装置）にも本発明を実施
可能である。
【００４６】
　また前記実施形態では、伝動装置としての差動装置Ｄが左右車軸の回転差を許容するも
のであったが、前輪と後輪の回転差を吸収するセンターデフにも実施可能である。
【符号の説明】
【００４７】
Ａ・・・・・フランジ部の外周面
Ａ１～Ａ３・・・第１～第３外周部
Ｄ・・・・・差動装置（伝動装置）
ＤＣ・・・・デフケース（伝動部材）
ｆ１・・・・第１接続面
ｆ２・・・・第２接続面
Ｇ，Ｇ′・・サイドギヤ
Ｊ，Ｊ′・・出力軸
ｐ１・・・・第１平面部
ｐ２・・・・第２平面部
Ｒ・・・・・リングギヤ
Ｒｇ・・・・ヘリカルギヤ部
Ｒｉ・・・・リングギヤの内周部
Ｒｉｓ・・・空間形成部
Ｒｉｓｆ・・リングギヤの、空間に臨む面
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Ｒｉｗ・・・被溶接部
Ｓ・・・・・環状空間（空間）
Ｓ′・・・・第２の空間
ＳＴ・・・・ストッパ部
ＳＴｃ，ＳＴｃ′・・ストッパ部の、隅部と対向する部分
ＳＴｉ・・・ストッパ部の内周面
ＳＴｓ・・・ストッパ部の側面
Ｗ・・・・・溶接部
Ｗｅ・・・・溶接部の内端
１・・・・・フランジ部
７・・・・・隅部
８・・・・・境界隅部
 

【図１】 【図２】
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